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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本で長く伝来し、宗教・政治・文化などの側面で歴史的に高く評価され
ていた刀剣について、連続した表現と変容した表現の意図を、即物的な特徴から分析し、その歴史上の展開と文
化史上の特性を考察したものである。検討の結果、日本刀には、高度な知識や成熟した知性、あるいは美的感覚
などを駆使した権威を示す表現が時代を超えて存在し、従来知られていなかった事例を見出した。また、権威の
表現は制作時の意図として示された場合だけではなく、機能性に基づく刀装の変容や刀身の評価基準の変化な
ど、権威とは直接関連のない表現や捉え方に対して、後天的に権威性が付与された場合があり、重層的な歴史的
展開が認められた。

研究成果の概要（英文）：This study examines Japanese swords that have long been prized for their 
religious, political, and cultural significance. Specifically, it has involved observing the 
features of those famed swords, analyzing the intent of those features which lasted or changed over 
time, and discussing its historical development and uniqueness in the context of cultural history.
The study has confirmed that across different periods in history, certain features adopted for 
Japanese swords utilizing advanced knowledge and matured intelligence or aesthetics demonstrated 
authority, which was validated with newly discovered cases. Furthermore, it has acknowledged that 
some swords were created with the intention of demonstrating authority through their features, while
 others were given a sense of authority later based on indirectly related factors, such as changes 
in the make of swords reflecting their functionality and the appraisal criteria of sword blades, 
revealing a multifaceted historical development.

研究分野： 日本美術史

キーワード： 日本刀　刀剣　刀装　七星剣　葦手絵　金唐革　打刀　名物刀剣
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究が明らかにした日本刀の権威性は、武器としての機能論の考察が少ないことなど、その結論は刀剣の部分
的な歴史理解に留まる。しかし、日本刀における権威の表現は、文化史上の観点からみて、当初の想定以上に重
要な要素であることが確認された。また、即物的な特徴の分析が、近世までに独自に発達した日本刀の歴史理解
を、現代の歴史学のなかで位置づける端緒となることが改めて認識され、今後の研究の方法論を確立することが
できた。加えて、日本刀の歴史的展開を検討するにあたり、任意の特徴や捉え方に対して権威性が後天的に付与
される事例が存在するなど、実際の検討作業において念頭に置くべき事項も明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

日本刀1への理解は、中世から続く刀工の系譜整理をはじめとした長い歴史がある。また、各
刀工における作風の把握は、刀工の流派などを明らかにする根拠として機能し、構築された歴史
体系には現代においても一定の蓋然性がある。こうした日本刀の歴史的理解は、その分野内で完
結してしまうほど高度な水準にあるため、却って他の歴史学と相互関係を持った研究が十分で
はない状況があった。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、これまでに高められた刀剣研究の手法で得られた知見を、宗教史、政治史、
文学史、あるいは他の美術工芸史の展開と照応させ、日本刀の文化史上の特質を探ることである。
ただし、本研究においてその特質を研究する目的は、全貌を明らかにするためではなく、日本刀
の学際的な研究をおこなう糸口として働く性質を見出すためにある。 

 

３．研究の方法 

研究手法は、任意の刀剣に対して即物的な観察をおこない、その特徴を従来の刀剣研究と他の
歴史研究なかで総合的に考察し、新たな理解を得る方法をとった。この検証過程は、学際的見地
からの美術史研究では常套的な手段であるが、先述したとおり、日本刀については、その歴史理
解が近代以前から独自に発達しているので、客観的な特徴は、日本刀剣史の内外で研究された知
見を参照する共通の尺度として機能した。 
考察対象を見出す際は、古代から中世、中世から近世といった時代区分上の過渡期の動向に注

視した。これは、日本刀剣史において、時代の過渡期に造形的な特徴や捉え方が大きく変化した
ことに起因する。本研究では、こうした顕著な変化があらわれた時期に注目し、時代を超えて連
続した表現の意図や、新たに登場した特徴や捉え方の変遷を分析し、日本刀の歴史的な展開と文
化史上の特質を考察した。 
考察時期は、できるだけ一貫した歴史的特性を導くため、敢えて範囲を限定せず、結果として

飛鳥時代から江戸時代までの刀剣を検討することとなった。ただし、考察した日本刀は、長期間
にわたって伝来し、宗教的・政治的・社会的に高い価値が与えられたものであるので、本研究の
結論は一定の条件下に基づくものとなった。 
発表形式は、独善的な見解を避けるため、査読を伴った学術論文、あるいは執筆・口頭発表の

内容が予め主催者・発行者側で認知されている招待講演や依頼論文を基本とした。 
 
４．研究成果 

 （１）古代～中世 

古代から中世の過渡期における刀剣を巡る研究成果は、和歌山・丹生都比売
に う つ ひ め

神社の葦手
あ し で

絵
え

兵庫
ひょうご

鎖
くさりの

太刀
た ち

についての口頭発表がある2。さらに、ここで得た知見に導かれ、大阪・四天王寺の「直

刀 無銘（号 七
しち

星
せい

剣
けん

）」と「直刀 無銘（号 丙
へい

子
し

椒
しょう

林
りん

剣
けん

）」を巡る論文を発表した3。 

葦手絵兵庫鎖太刀は、平安時代末期から鎌倉時代前期に制作された刀剣で、刀装は鞘
さや

全体を銀

白色の金属板で包み、その上に鶴亀や松、蓬莱山などの文様に加え、葦
あし

手
で

文字をあらわしている。

研究代表者は、本研究以前に、刀装の葦手文字がつくる葦手絵が今様二首に取材し、同種の刀装

に吉祥の意味が込められていた可能性を指摘していた4。その後、２０１８年の愛知・徳川美術

館において開催された『もじえもじ―文字が絵になる、絵が文字になる―』展では、葦手絵の表

現自体に祝意の要素があり、その意図が古代から近世にかけて潜在的に存在していたことが論

証された5。研究代表者は、上記展覧会において口頭発表をおこない、丹生都比売神社の太刀が

葦手絵の表現意図を端的に示した現存最古の刀装であることを指摘した。 

 葦手絵としてあらわされた今様の歌意は君主の世の永続を祝うもので、これは見方を変えれ

ば権威を示す一表現である。このような表現意図を年代上さらに遡る刀剣として、先述した七星

 
1 本報告書で用いる「日本刀」は「日本において制作、あるいは伝来した刀身と、これを格納する刀装の

総称」を意味する。また、前後の文脈によって単に「刀剣」とも呼ぶ。 
2 酒井元樹「刀剣の文字に込められた人びとの思い 丹生都比売神社 葦手絵兵庫鎖太刀を中心にして」 

２０１８年９月２７日、徳川美術館秋期講座「もじえもじ―文字が絵になる、絵が文字になる―」第３講 
3 酒井元樹「七星剣・丙子椒林剣について」（『聖徳太子千四百年御聖忌記念出版 聖徳太子と四天王寺』） 

２０２１年１１月、法藏館 ６５～６８ページ 
4 酒井元樹「丹生都比売神社所蔵葦手絵兵庫鎖太刀の葦手絵の解釈についての一試論」（『ＭＵＳＥＵＭ』

６５２） ２０１４年１０月、東京国立博物館 ３７～６０ページ 
5 四辻秀紀「葦手と歌絵の系譜」（『もじえもじ―文字が絵になる、絵が文字になる―』展図録） ２０１

８年９月、徳川美術館 ９４～１００ページ 



剣と丙子椒林剣がある。従来、七星剣にみられる星座の文様には権力が象徴され、二剣一対の伝

来形式には中国の名剣思想の影響が存在するとされていたが、さらに研究代表者は、七星剣にお

ける北斗七星の鏡像表現も、天
てん

円
えん

地
ち

方
ほう

という中国の宇宙観を応用した、高い地位を示す表現であ

ることに言及した。 

 刀剣は、文化人類学において、単なる武器を超えた権力者の権威や権力を示す「威
い

信
しん

財
ざい

」とさ

れる場合がある。日本刀の威信財としての表現には、七星剣にみた当時の宇宙観に基づく図像表

現や、葦手絵兵庫鎖太刀における歌謡に基づく文字と絵の巧みな融合など、高度な知識に基づく

成熟した表現が存在することが確認された。 

  

 （２）中世～近世① 

 わが国の中世から近世の過渡期は、安土桃山時代を中心とする１６世紀から１７世紀初頭の

約一世紀に該当する。長期間続いた内戦状態によって、刀剣には武器としての大きな変化があっ

た。また、刀身に対して造形的特徴の理解が大きく発達し、ここで優れたものと判断されたもの

には名が与えられ、後に「名物刀剣」と呼ばれるに至った。中世から近世の過渡期の動向につい

ては、武器としての変化に起因すると考えられる刀装の様相と、刀身の造形的特徴の理解の発達

に注目した。 

 

武器の変化から考察した研究成果には、栃木・日光東照宮の金
きん

唐
から

革
かわ

包
つつみの

太刀
た ち

を巡る論文6と、

鳥取・大神山神社の銀
ぎん

熨斗付
の し つ け

糸巻
いとまきの

太刀
た ち

と金
きん

熨斗付
のしつけの

合口
あいくち

を考察した口頭発表7および論文8、そして

２０２０年に開催された東京国立博物館特別展「桃山 天下人の１００年」の展覧会図録におけ

る論文9・作品解説10がある。 

金唐革包太刀は徳川家康（１５４２～１６１６）が用いた刀装で、鞘全体を金唐革で巻く点が

特徴である。検討の結果、金唐革は１６世紀～１７世紀初頭のスペインで制作され、その表現は

鞘の補強と装飾が両立した合理的な性格を持っていることが分かった。併せて、伝来形式や当時

の武装傾向を鑑みると、本刀装は戦場で用いられた可能性が高いことにも言及した。この検討結

果の一部は、２０２１年７月５日の産経新聞（栃木版）においても紹介された。 

一方、鳥取・大神山神社の銀熨斗付糸巻太刀と金熨斗付合口を巡る口頭発表および論文では、

これらの刀装が江戸時代前期の大名である亀
かめ

井
い

政
まさ

矩
のり

（１５９０～１６１９）が戦場で用いた刀装

で、元和２年（１６１６）に大神山神社へ奉納したことを推定した。金銀の金属板を外装全体に

巻きつける「熨斗付」は、日光東照宮の金唐革包太刀と同様に、鞘柄
つか

の補強と色彩上の装飾効果

を兼ねた表現で、やはり装飾と実用の両立が認められる。 

さらに、安土桃山時代に上級武士に用いられるようになった「打
うち

刀
がたな

」という刀装の形式に注

目した。これは元来下級武士が用いていた実用本位の刀装が母体で、後に武将たちによって装飾

が加えられていった展開が知られている11。また、先述した太刀の刀装のような実用と装飾の均

衡が存在していたことも指摘されており、打刀は前の時代の刀装を凌駕する革新性をもった刀

装して言及されることが多い。しかし、その一方で、打刀には前時代に培われた武家故実が部分

的に残存している作例もあり、近世に至っては、そうした特徴が身分を示す役割を帯びた。例え

ば、桃山展で出品された「名物 本庄正宗」の刀装である黒 漆
くろうるしの

打刀
うちがたな

は、家康から息子の徳川頼宣
よりのぶ

（１６０２～１６７１）に伝えられた名物刀剣に付属する刀装であるが、ここには安土桃山時代

に新たに流行した刀装の形式と、室町時代から継承された刀装具の価値観が融合している。また、

刀装の概容は、後の江戸時代において登城用の指料
さしりょう

となった「番指
ばんざし

」「裃 指
かみしもざし

」と呼ばれる大小
だいしょう

の大刀と類似しており、打刀に新たな権威が付与されていく動向が示されている。 

 

 
6 酒井元樹「日光東照宮所蔵「金唐革包太刀」について」（『大日光』９０） ２０２１年７月、日光東照

宮 ６８～７６ページ 
7 酒井元樹「伯耆国、大山ゆかりの刀剣について」 ２０１８年７月２９日、米子市美術館「大山山麓の

至宝 ～「大山」ゆかりの刀を中心に～」展記念講演会 
8 酒井元樹「鳥取・大神山神社所蔵「刀 無銘 古伯耆 附 銀熨斗付糸巻太刀」と「短刀 銘 備州長船住兼

光 附 金熨斗付合口」について」（『ＭＵＳＥＵＭ』６８７） ２０２０年９月、東京国立博物館 ９～２

４ページ 
9 酒井元樹「安土桃山時代の刀装」（『桃山 天下人の１００年』展図録） ２０２０年１０月、読売新聞

社 ８４～８５ページ 
10 酒井元樹「黒漆打刀（作品解説、出品番号２１９）」 前註９文献 ４２５～４２６ページ など 
11 小笠原信夫「打刀拵沿革の概要」（『打刀拵』） １９８７年８月、東京国立博物館 ２０３～２３０ペ

ージ 



（３）中世～近世② 

 刀身の造形的特徴を巡る理解の発達に関する研究成果は、特集陳列図録『刀剣鑑賞の歴史』12、

「名物 岡山藤四郎」を取り上げた論文13、前述桃山展図録における論文14、そして『享保名物帳』

に取り組んだ論文15などがある。 

 『刀剣鑑賞の歴史』では、地
じ

鉄
がね

や刃
は

文
もん

といった刀身の特徴から価値を見極める歴史を概観した。

刀工・流派の分類は、遅くとも室町時代までには細かく行なわれていたようで、刀身の造形的な

要素に一定の注意が払われていたことがうかがわれる。ただし、当時の主な関心は刀工の履歴や

系譜にあったらしく、この時代の刀剣書における各刀工の作風の記述は比較的簡略である。しか

し、安土桃山時代になると、前述の刀工の情報を参照しつつ個別の刀身に対して優劣が判断され、

特に優れたものには「名」が与えられ名物刀剣となった。そして、江戸時代には、刀工・流派の

特徴に関する情報が出版物という媒体を通じて流布するとともに、刀身を価値づける鑑定とい

う行為も本
ほん

阿
あ

弥
み

家
け

という一家によって独占され、その行為自体が社会に組み込まれたことを指

摘した。 

 研究代表者は、ここで得た知見をもとに、享保４年（１７１９）に徳川吉宗（１６８４～１７

５１）が本阿弥家に編纂させたとされる『享保名物帳』という名物刀剣のリストについて考察し

た。この研究では、同帳写本の系統分類をおこない、各タイプの成立年代とその性格を分析した。

その結果、享保名物帳には幕府に提出された帳の草稿と考えられる写本（以下「Ａ類」と呼称）、

Ａ類の内容が整理されて幕府へ提出された後、故
こ

実
じつ

家
か

を中心に流布した写本（Ｂ類）、加えて幕

末に本阿弥家によって再構成された写本（Ｃ類）の三種類が存在することを指摘した。また、Ｂ

類は吉宗による上覧活動の参考資料と考えられ、これが１８世紀半ば以後、故実家のなかで流布

しつつ内容が改変され、幕末に至り本阿弥家が名物刀剣を改めて理解する必要が生じたためＣ

類が編まれたと推定した。三種類の名物帳は、編纂時期や成立した経緯が大きく異なっており、

名物刀剣に対する理解が各時期で異なっていたことが分かる。そして、一連の変遷には、近世の

武家社会で通底していた名物刀剣への秘匿概念が大きく作用しており、これが権力者の家を象

徴する什物への当時の捉え方とする岡崎寛徳氏の見解16を鑑みれば、名物帳の変容には名物刀剣

が示す権威性の変容が示されているともいえる。 

ただし、この変容は、あくまで名物刀剣に高い価値を置いていることを前提とした動向で、例

えば本研究において東京国立博物館の所蔵品であることが特定された名物「岡山藤四郎」を挙げ

れば、これは家康から尾張徳川家初代の徳川義直（１６００～１６５０）に与えられ、江戸時代

を通じて同家に伝来した短刀で、文久３年（１８６３）に１４代の慶
よし

勝
かつ

（１８２４～１８８３）

の公武周旋活動に基づく参内において献上された伝来をもつ。この伝来が示す通り、名物刀剣は

江戸時代においてその性格を変えつつも、基本的には価値あるものとして存在していたことが

うかがわれる。 

上記のように、名物刀剣の理解にあたっては、刀剣そのものが制作された時代や名が与えられ

た時期だけではなく、その後の時代の動向についても配慮すべきことが分かった。そして、名物

刀剣のように、後天的に権威が与えられていく過程は、先の打刀の動向とも類似しており注意さ

れる。おそらく、この推移への考慮は、名物刀剣に限らず、古くから伝来する刀装などを考察す

る際も有効だと考えられる17。 

 

 結語 

 以上、古代・中世・近世の過渡期を中心にした刀剣の表現に注目し、連続した要素と変容した

要素から文化史上の意味を考察した。 

その結果 

① 日本刀における連続性をもった表現の意図のひとつに「権威」が指摘される。それは

図像表現や刀剣自体の象徴化などさまざまな表現や性格となってあらわれるが、近世

までの日本刀剣史において重要な観点のひとつである 

② 権威の表現や象徴にあたっては、時代ごとの高度な知識やそれを応用した成熟した知

性、あるいは美的判断といった感覚的な要素さえもが駆使されており、ここに日本刀

 
12 酒井元樹『刀剣鑑賞の歴史』 ２０１７年１２月、東京国立博物館 
13 酒井元樹「続・名物「岡山藤四郎」について」（『ＭＵＳＥＵＭ』６７１ ２０１７年１２月、２５～３

９ページ 
14 酒井元樹「名物刀剣と桃山」 前註９文献 ３４９～３５０ページ 
15 酒井元樹「いわゆる『享保名物帳』に関する一考察 島根・和鋼博物館保管『名物扣』影印・翻刻」

（『東京国立博物館紀要』５６） ２０２１年３月、１３９～３８３ページ 
16 岡崎寛徳『近世武家社会の儀礼と交際』 ２００６年５月、校倉書房 
17 酒井元樹「德川記念財団所蔵「鬼丸形」の刀装について」（『德川記念財団会報』３４） ２０１９年１

２月、德川記念財団 ４ページ 



の造形的な特質がある 

③ 前時代から変容した表現や価値付けには、成立した過程とは別に、後世権威性が付与

される場合があり、さらにその後も意味合いが変質することもある。この点に日本刀

剣史が単純な造形上の変化だけでは正確な理解ができない複雑な展開が指摘できる 

が言えよう。 

先に述べたとおり、これらの結論は日本刀の一面的な理解に留まる。例えば、①は武家社会が

終わった明治維新後の近代社会では適応されないが、近現代から日本刀剣史を検証する際には、

一層の注意を払うべき視点ともいえる。また、②は、日本刀の造形的な性格が、知的あるいは美

的要素からの考察だけでは理解できないことを意味する。しかし、現代において純粋な美術品と

して鑑賞されている状況をみるならば、日本刀に存在する造形性自体は文化的な水準として高

い位置にあるとも言える。③は、物質上は一口の刀剣だとしても、時代や地域に関連のない複数

の意味づけが存在する場合があり、日本刀の歴史理解にあたっては各視座の整理が常に必要な

ことが言えよう。 
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